
（雨
風
太
陽
（ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
》

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

、

　　

． ・
・

　　　　

，

　

・＼

　

三 ，
．

　

陽

資材高騰を消費者が理解 ‐采
．

　

・

　　

ー ，

　　

．

　

ケ

０２２。８．２８．ｔｕｅ

産
直
ア
プ
リ
「ポ
ケ
ッ
ト

マ
ル
シ
エ
」
を
運
営
す
る
㈱

雨
風
太
陽
人
旧
㈱
ポ
ケ
ッ
ト

マ
ル
シ
ェ、
高
橋
博
之
代
表

取
締
役
）‐は
１７
日
・
資
材
高

騰
に
よ
る
野
菜
や
魚
介
類
な

ど
の
食
品
価
格
に
つ
い
て
、

生
産
者
と
消
費
者
の
意
識
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
そ
の

結
果
、
資
材
の
上
昇
分
を
販

売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
に

対
し
、
生
産
者
の
８２
％
が
抵

と一次生産物価格に関する
生産者・消費者調査

抗
を
感
じ
て
い
る
一
方
、

７７

％
の
消
費
者
は
「許
容
で
き

る
」
と
回
答
し
た
。

調
査
は
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ

ェ
登
録
者
を
対
象
に
実
施

し
、
生
産
者
２
３
６
件
Ｏ
つ

ち
漁
業
１９
件
）、消
費
者
１
０

７
４
件
か
ら
回
答
を
得
た
。

燃
油
を
含
む
資
材
の
高
騰

で
、
生
産
者
の
８４
％
が
２
０

２
１
年
か
ら
１０
％
以
上
の
コ

　　　

　

に
川

フ
，ト
カ
」
Ｅ升
・Ｌ
た
と
姥
にえ

た
。
だ
が
ー
８２
％
の
生
産
者

が
「販
売
価
格
へ転
嫁
し
づ

ら
い
」
と
い
う
ｏ
理
由
は

「消
費
者
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
」（４２
％
〕が
最
多
で
、

「価
格
交
渉
の
機
会
が
な
い
」

（焔
％
）
が
続
く
。
同
社
は

「サ
プ
ラ
イ
チ
エ
ｒ
ン
に
よ

る
生
産
者
と
消
費
者
の
分
断

が
、
価
縫
肱嫁
を
阻
む
要
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
」
と

分
析
し
た
。

　

・

鴎

　　

対
し
て
消
費

識
者鐙

％が

食
品
価
格
の
上

昇
を
実
感
し
て

お
り
、

７７
％
が

・「資
材
高
騰
に

は
許
容
で
き

る
」
と
回
答
し

た
。
値
上
げ
幅

は
節
％
以
上
２０

％
未
満
が
４３
％

で
最
も
多
い
。

物
価
上
昇
に
関

を
通
じ
、
食
材

の
値
上
げ
を
受

け
止
め
る
意
思

石
司
・吉
善
な
ど
の
店
舗
を
訪
問

東
卸
受
け
入
れ
、移
転
後
初

を
も
‘
泊
鷺
き
力
一定
郵
Ｖ

る
こ
と
が
、
調
査
の
結
果
か

ら
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
同
社
は
ホ
ー
ム
ペ

東
京
ｒ豊
洲
市
場
の
約
４

７
０
の
水
産
仲
卸
で
組
織
す

る
東
京
魚
市
場
卸
協
同
組
合

（東
卸
、
早
山
豊
理
事
長
）

は
１９
日
、
地
元
区
で
あ
る
江

東
区
と
の
交
流
強
化
の
一環

と
し
て
一
深
川
第
５
中
学
校

地
域
学
校
協
働
本
部
．（学
校

と
地
域
と
を
つ
な
げ
る
活
動

を
行
う
組
織
）
主
催
の
市
場

見
学
を
初
め
て
受
け
入
れ

た
。小
・中
学
生
ら
１１
人
と
、

そ
の
保
護
者
や
教
員
な
ど
”

人
の
合
わ
せ
て
２８
人
が
、
世

界
最
大
の
魚
市
場
を
見
学
し

た
。

　

一行
は
管
理
施
設
棟
の
見

学
者
施
設
や
市
場
図
書
館
の

銀
鱗
文
庫
な
ど
を
見
学
後
、

で
の
や
り
が
い
を
聞
か
れ
た

篠
田
社
長
は
家
業
を
継
が

さ
れ
て
仕
事
に
し
た
が
、
目

利
き
の
能
力
で
マ
グ
ロ
を
正

し
く
評
価
で
き
た
時
は
面
白

く
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と

答
え
、
古橋
社
長
も
「自
利

も
の
が
『言
わ
れ
た
通
り
よ

か
っ
た
よ
』
と
い
わ
れ
る
の

が
う
れ
し
い
」と
、水
産
仲
卸

の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
た
。

東
卸
の
山
中
雅
人
総
務
部

長
代
理
は
、「豊
洲
に
来
て
出

し
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
な
か
な
か
難
し

く
な
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
る

社
会
学
習
。
今
回
を
機
に
増

や
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

ま
た
、
市
場
見
学
の
締
め
く

く
り
に
今
秋
に
３
年
ぶ
り
に

区
民
対
象
に
開
か
れ
る
水
産

仲
卸
売
場
体
験
会
漆
「９
月

募
集
は
締
め
切
っ
た
が
、１０
、

１１
月
は
こ
れ
か
ら
募
集
す

る
。
見
学
に
加
え
買
い
物
体

験
が
で
き
る
の
で
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

ー
ジ
上
で
値
土
け
の
背
景
な

ど
を
消
費
者
へ伝
え
る
、
生

産
者
向
け
ヘル
プ
ペ
ー
ジ
を

新
設
す
る
と
と
も
に
、
価
格

１０．４６円
１．８８円
３．９０円
２０‘３５円

１４，２５円

円
円

％
３３

鮪
２０

円　　
円３７　

円
日
１７

２２
紐
０７ 円　

円０５

円　　ＯＪ
　
　

円４９　
　

　

を祷新聞
Ｖ．ｓｕｉｋｅｉ．ｃｏｔｊｐｌ

０７０」５５５１－，７１３２

０２２‐２６３‐８４７６

川
－－１ーー

円２７　
　

　

円０７　

３１
円
９０

訂
０６
３８

変
更
に
関
す
る
勉
強
会
も
実

施
。◆調
査
結
果
を
消
費
者
へ

伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
設

け
、情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

水
産
卸
売
場
棟
の
通
路
か
ら
マ
グ
ロ
専
用
の
長
包
丁
や
１

業
務
終
了
後
の
卸
売
場
を
遠
尾
が
高
級
車
並
み
の
価
格
と

望
。
セ
リ
時
間
中
は
抽
選
制
い
う
国
産
本
マ
グ
ロ
を
見
学

で
見
学
者
を
受
け
入
れ
て
い
し
、後
者
で
は
ウ
ニ
・や
貝
、

る
１
階
の
マ
グ
ロ
見
也霊
台デ
活
ア
ナ
ゴ
に
触
れ
た
。
特
に

ツ
キ
に
降
り
、

１０
～
１５
度
Ｃ

小
学
生
ら
は
普
段
は
見
る
こ

に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
内
空
と
の
な
い
魚
の
数
々
に
興

調
を
体
感
し
た
。

　　　

．津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

．水
産
仲
卸
売
場
棟
で
屋
上
‐
そ
の
後
は
東
卸
の
大
会
議

室
に
場
所
を
移
し
、－石
司
の

と
は
、
い
よ
い
よ
本
命
の
１
篠
田
社
長
、土
塁
尻
▽古
橋
社

階
の
水
産
仲
卸
売
場
に
移
長
、
東
卸
の
広
報
文
化
委
員

動
。
大
物
業
会
所
属
の
マグ
長
で
鎧
種
洲璽
表
＝所
属
の㈲

口
専
門
仲
卸
の
㈲
石
司
（篠
ナ
ン
パ
水
産
の
難
波
昭
信
社

田
貴
之
社
長
）
と
、
特
種
物
長
を
交
え
て
意
見
交
換
し

業
会
所
属
で
寿
司
種
な
ど
を
た
。

中
心
に
扱
う
同
じ
く
仲
卸
の

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

㈱
土塁
＝
仝
。橋
蓋届
料
葛
ｏ

　

る
中
で
、
中
学
生
か
ら
仕
事

の
店
舗
を
訪
問
。
前
者
で
は
＝訓灘
弱三瀦
醜罰
端
｝

．》

口を蓬申す専用長包丁‘こ
ら

　　　　　　　

， ．
・ こ

　
　一功 Ｌ卸　　　　
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露顕曇川魚お絵描きで生態；ご関心ぞ
７

　

ン 力へ協 浜

是々 き暮墨

　

日水が「海とさかな」体験学習

日
本
水
産
（浜
田
晋
吾
社

は
２３
日
、
協
賛
す
る
第

ロ
「海
と
さ
か
な
」
自
由

・作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の

の
一環
で
７
月
に
実
施

業した。

　　　　　　　　　

ノ 、コヒ′１▼堺明” 御ロ．”” ム Ｕ ／ＵＩ副
主要水揚げ地・松浦魚市 ７月 水 揚 げ１４％増５万７０００箱場．（同県松浦市） のアジ類

の７月水揚量は、前年同月
比１４％増の５万７０００箱・（１

　

１尾１００簿前後の小型魚が，円を上回るなど高値が続い
箱約１８キ。）．。，平均箱値は２６

　

．中心で６月よりも脂は抜け

　

ている。 ８月に入ってから
％高の５５００円で、今年初め

　

たが、 全国的に大型！魚がま●は対馬沖でサパが季節外れ
て単月てド５０００円を超えた。

　

とまらす、 ５、 ６月に４０００

　

の好漁で、 １～９日に１」扇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３００～５００だ の 鮮 魚 向 け サ イ

同じく覆水跡地の唐
津魚市場（佐一誓割県唐津市）
のアジ類の７月ｚｚｋ湯量は、
前年同月比２割り増の６６４トン。
ただ、 ８月上旬は「五島西
沖で不規則な潮流力続き、
欄を贈る船団も少なく
なかった」と同市場卸。８月
中旬は月夜間休漁期間で、
１９日，以降は主漁場の五島西
沖で約６力統力鞍盤してい
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津
の

Ｌ鰯饗　　
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Ｊ口
」老
を
－孝
一一室
Ｌ
力
，．
一嘉
一

宅
で
海
と
さ
か
な
を
学
ぶ
３

日
図

と
題
し
、
爪学
生
を

対
象
に
二
つ
の
体
験
学
習
を
て
「
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Ｌ
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‘

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
応
募

作
品
制
作
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

　

を
て
「体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
」

　

蜘
馴
調
馴劉

　

一場
を
提
供
す
る

　

藷
川
キ飼
養

　

た
め
、十海
岸
や

灘
禦鰍耀耀腕
謙一

　

÷研
究施
設
で
の

湛繊
細鼎繊維樵
服地
一

　

＝体
験
学
習
を
実

施
し
て
き
た
。

２
０
２
０
年
の

コ
ロ
ナ
禍
以
降

は
自
宅
か
ら
気

　　　
　

　
　
　

　

　　

き
『Ｅ

Ｅ
礼
砕÷
軽
に
参
加
で
き

　　

ム

　　　　　

．

　　　

－

　　

『
丁“

　

．′ト

色の組み合わせな
どに個性力ｆあふれ

　　　　　　

”

な
れ
体

　

一
蝋′　　

た
験

切
り
替
え
て
い
る
ｃ

　

‐

　

今
年
の
体
験
学
習
「川
に

棲
む
生
き
物
か
ら
海
の
環
境

を
考
え
よ
う
」
は
北
九
州
環

境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（北
九
州

市
）
の
平
川
知
弥
氏
が
７
月

２４
日
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
動

画
で
登
壇
。
講
義
は
絶
滅
危

倶
種
の
川
魚
「カ
マ
キ
リ
」

「オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
」を
想
像
し
て

描
く
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

日
本
水
産
に
よ
る
と
、
平
川

氏
は
「川
魚
の
減
少
を
引
き

起
こ
す
川
の
環
境
変
化
は
、

海
の
環
境
を
変
え
る
こ
と
も

あ
る
」
と
説
明
。
身
近
な
生

物
へ
の
関
心
を
育
み
、・生
物

や
環
境
を
実
際
、
ど
の
よ
う

に
守
っ
て
い
く
か
を
考
え
る

配
信
に
な
っ
た
と
い
う
。

も
う
一つ
の
「海
の
中
に

う
」
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
修
復

美
術
研
究
所
の
藤
井
ひ
と
み

氏
が
７
月
３０
～
３１
日
の
計
４

回
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
実
施
。
海

の
中
の
光
や
色
を
ど
う
表
現

す
る
か
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

蛇
腹
に
し
た
画
用
紙
の
折
り

幅
に
各
自
が
作
っ
た
色
を
塗

り
、
画
用
紙
を
魚
や
海
藻
な

ど
の
好
き
な
形
に
切
る
と
、

光
の
ゆ
ら
め
き
を
表
現
し
た

生
き
物
た
ち
が
完
成
。
色
の

組
み
合
わ
せ
や
混
ざ
り
具

合
、
切
り
方
の
一つ
一
つ
に

参
加
者
の
個
性
が
あ
ふ
れ
て

い
た
と
い
う
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
ホ
｝
ム
ペ

ー
ジ
は
藤
井
氏
に
よ
る
体
験

学
習
に
当
日
参
加
で
き
な
か

っ
た
人
も
視
聴
で
き
る
よ

う
、動
画
を
公
開
し
て
い
る
。
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▼

豊
洲
仲
卸
の
仕
事
学
ぶ

地
元
中
学
生
が
売
り
場
見
学

【豊
遡
東
京
都
江
東
区
立
深
川

第
五
中
学
校
の
生
徒
ら
は
１９
日
、
豊

洲
市
場
（同
区
）
を
訪
れ
、
仲
卸
店

舗
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

同
中
学
校
の
生
徒
に
加
え
、
家
族

・教
員
ら
計
３０
人
が
参
加
し
た
。・見

学
に
協
力
し
た
東
京
魚
市
場
卸
協
同

組
合
の
総
務
部
広
報
文
化
課
の
山
中

雅
人
部
長
代
理
か
ら
豊
洲
市
場
の
概

要
を
聞
い
た
の
ち
、
２
班
に
分
か
れ

見
学
を
開
始
し
た
。

‐

　

仲
卸
店
舗
の
見
学
で
は
、
天
然
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
強
み
と
す
る
石
司
、

寿
司
ネ
タ
を
主
に
取
り
扱
う
吉
書

（±展
墓
＝伸
社
長
）
を
訪
問
し
た
Ｑ

石
司
で
は
、
３
代
目
の
篠
田
貴
之
さ

　　　　

　

　
　
　　
　
　

＝“踊
躍
聴

　

き

　　

　

　
　
　　　
　

　　
　　
　
　
　　

‐
・ぷ

～

　　
　
　

　　　　　　　　　　　　

．さ

　　
　

　　　

　

　

滋
養

　　
　

ん
の
指
導
の
下
、
解
体
用
の
マ
グ
ロ

包
丁
を
実
際
に
持
ち
重
量
を
体
験
し

た
。
吉
書
で
は
、
主
力
商
材
の
ウ
ニ

の
価
格
の
高
さ
に
拍
手
が
上
が
る
場

面
も
あ
っ
た
。

　

仲
卸
売
場
の
見
学
後
は
事
務
所
フ

ロ
ア
に
戻
り
ハ
仕
事
紹
介
に
協
力
し

た
仲
卸
業
者
、
ま
た
ナ
ン
バ
水
産
社

長
で
東
卸
の
広
報
文
化
委
員
会
委
員

長
を
務
め
る
難
波
昭
信
氏
を
加
え
質

疑
応
答
の
時
間
が
あ
っ
た
。
見
学
者

か
ら
の
「一番
好
き
な
魚
は
何
か
」

と
い
う
質
問
に
は
、
全
員
が
自
社
が

専
門
に
扱
う
魚
を
挙
げ
る
こ
だ
わ
り

を
の
ぞ
か
せ
た
他
、
「嫌
い
な
魚
」

に
は
全
員
が
「な
い
」
と
回
答
す
る

場
面
も
。
吉
善
の
青
橋
社
長
は

「
（場
内
仲
卸
ら
は
互
い
に
）
商
売

敵
で
は
あ
る
が
、
一方
で
仲
間
意
識

も
強
い
。
良
い
業
界
で
働
い
て
い
る

と
思
う
」
と
水
産
業
全
体
へ
の
思
い

も
込
め
た
。

　　　　

」

　

難
波
氏
は
「今
年
で
（開
場
），４

年
目
の
豊
洲
市
場
だ
が
、
地
元
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
っ
と
必

要
だ
と
感
じ
て
い
た
。
今
回
市
場
見

学
の
お
話
を
頂
き
、▼地
域
に
溶
け
込

む
大
変
良
い
機
会
に
な
った
」
と
語

っ
た
。
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石
司
の
マ
グ
ロ
を
見
つ
め
る
見
学
者

　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

ｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’


